
表１．サブロク協定での協定労働時間

３ヶ月 １年
設計 380 1200
上記以外 220 770
労働省通達 120 360

●
残
業
負
担
の
集
中

日
立
Ａ
Ｐ
で
は
、
長
時
間
労
働
対
策

と
し
て
、
日
曜
日
の
出
勤
の
原
則
禁
止

及
び
、
一
ヶ
月
の
労
働
時
間
の
制
限
を

原
則
四
十
時
間
以
内
（
例
外
は
六
十
時

間
以
内
）
と
す
る
対
策
が
実
施
さ
れ
て

一
年
以
上
経
過
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

一
部
の
従
業
員
に
極
度
の
残
業
負
担
の

集
中
が
続
い
て
い
る
状
況
の
改
善
は
、

一
向
に
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

●
３
６
（
サ
ブ
ロ
ク
）
協
定

の
矛
盾

日
立
Ａ
Ｐ
労
組
と
会
社
側
で
労
働
時

間
（
サ
ブ
ロ
ク
）
協
定
を
結
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
協
定
は
、
労
働
基
準
法
三
十

六
条
に
基
づ
く
協
定
で
、
会
社
が
労
働

者
に
就
労
さ
せ
て
も
、
違
反
と
な
ら
な

い
労
働
時
間
の
限
度

を
記
載
し
て
い
ま
す
。

こ
の
労
働
時
間
の
数

値

を

示

し

ま

す

。

（
表
１
）
。
表
１
よ

り
、
厚
生
労
働
省
通

達
基
準
と
比
較
し
て

も
は
る
か
に
多
く
、

設
計
で
は
過
労
死
基

準
の
月
８
０
時
間
を

上
回
る
時
間
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

●
今
後
の
対
策
は
？

①
増
員
こ
そ
解
決
の
道

残
業
負
担
が
大
き
い
職
場
の
従
業
員
を

増
や
す
こ
と
は
、
従
来
か
ら
言
わ
れ
て

い
る
こ
と
で
す
が
、
根
本
的
な
解
決
で

す
。

②
無
理
の
な
い
業
務
計
画

残
業
時
間
を
規
制
し
て
も
、
業
務
量
が

多
い
状
況
の
ま
ま
だ
と
、
結
局
は
残
業

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
業
務
量
で
労

働
時
間
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、
労
働

時
間
で
業
務
量
を
決
め
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

③
３
６
協
定
の
改
定

労
働
時
間
の
３
６
協
定
を
、
労
働
省

告
示
第
一
五
四
号
の
限
度
時
間
で
あ
る

年
間
三
六
〇
時
間
に
改
定
す
る
こ
と
で

す
。
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日立AP清水事業所

と関連会社で働く

人のネットワーク

●３６（サブロク）協定違反事件
大阪大学では、サブロク協定違反問題が発生し、労働基準監督署が是正指導を

行いました。その内容は、①長時間残業が蔓延 ②蔓延した長時間残業に対して、

大学当局は法律違反とならないように協定時間延長を提案するが、教職員側に却

下される、というものです。

○月80 時間は過労死ラインと呼ばれ、医学的根拠も示されている。

○人事労務室長は「例え年1000 時間であっても、３６協定を締結しておれば違

法ではない」と言い放ち、出席者を呆れさせた。

○法令順守が法令に違反しなければ何でもやってもよいという意識と裏腹になっ

ている。

と報告されています。

（参考資料：大阪大学における３６協定違反事件 『労働と健康』2008 年4 月）


